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塙中学校１年生が職場体験
平成30年度決算を報告します

地域おこし協力隊体験記

学力テストの結果を公表します

2019

華麗なダリア 咲き誇る
 １０⽉末まで⾏われている「はなわのダリア
祭」。今年も各⽼⼈クラブや団体、⼩中学校のミ
ニダリア園では、華麗なダリアが咲き誇り、⾒る
⼈を楽しませています。

（撮影：９⽉２０⽇（⾦）・東河内）

広報 あなたと
町をつな

ぐ情報誌



将来の選択肢のひとつに

職場体験で広がる可能性
塙中学校１年⽣７６⼈が貴重な体験
　９月 11 日（水）と 12 日（木）の２日間、塙中学

校１年生（76 人）の体験学習として、町内 20 カ所

の事業所で職場体験が行われました。生徒たちは、

初めての体験に戸惑いながらも、与えられた仕事に

熱心に取り組んでいました。２日間の貴重な体験は、

将来の自分を考える良い機会となりました。（※「中

学生撮影」は、取材を体験した中学生が撮影した写

真です。インタビューも中学生が行いました）

広報はなわ・IP 告知放送・
ダリアの⼿⼊れなどを体験

（左から）佐藤史花さん、増子　魁さん、

小野俊祐さん、藤田昌也さん

 １⽇⽬は、広報はなわに掲載する職場
体験の取材をしたり、IP 告知放送の体
験をしたりました。カメラを扱うのが難
しかったけど、慣れてきたら思ったよう
に写真が撮れました。２⽇⽬は、ダリア
の切り花作業や芽かきを⾏いました。⼿
作業で細かい作業をするのは⼤変だった
けど、終わった後は達成感がありました。
また、ダリアの花束を作らせてもらい、
とても貴重な体験ができました。今回の
職場体験で学んだことを将来に⽣かして
いきたいです。

花を扱う表情は真剣そのもの（はなよし）編み込みの練習（ヘアラウンジチーク／中学生撮影）

児童らの先生役を体験（塙小学校）

タイヤの空気圧をチェック（芳賀モーター商会／中学生撮影）

品物を丁寧に陳列（道の駅はなわ）

商品にシールは貼ります（坂本屋） 優しい表情で見守ります（塙保育園）

園児たちに大人気（塙幼稚園）

児童らの宿題チェック中（笹原小学校）

オリジナルの本棚を製作（常豊工務店）

車の整備に挑戦（芳賀モーター商会／中学生撮影）
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 実際に⼩学⽣の先⽣役と
いう⽴場に⽴ってみると、
とても⼤変な仕事なんだと
知ることができ、とてもい
い経験をすることができま
した。

 掃除やオイル引換券作成
などの作業をしました。と
ても楽しかったです。個⼈
情報を漏らさないことが⼤
切だと分かり、とてもいい
経験になりました。

 マッサージはとても難し
かったですが、とてもいい
経験ができました。髪の編
み込みは、三つ編みよりも
複雑だったけど、とても楽
しかったです。

 タイヤの空気⼊れ、洗⾞な
どを体験しました。難しい作
業もあったけど、とても楽し
かったです。⼤⼈になったら、
⾃分の⾞の整備やメンテナン
スをできるようにしたいです。

 店内の髪の⽑の清掃など
をしました。マッサージは
⼒の加減が難しく、髪の編
み込みの練習では、みんな
に教えながらやるのが難し
いと思いました。

藤田柚葉さん

金田武也さん石黒晴香さん

深谷拓夢さん小峰優菜さん

塙小学校で児童の先生役を体験

芳賀モーター商会で
車の整備や事務作業などを体験

ヘアラウンジチークでマッサージや
髪の編み込み、店の清掃などを体験
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平成３０年度 

⼀般会計の歳⼊と歳出
歳⼊ ６４億  ５１１万円
歳出 ６１億３，５６３万円

歳出を町⺠１⼈当たりに換算すると

約７０５，０８３円の⽀出
（平成３１年３⽉３１⽇現在⼈⼝ 8,702 ⼈）

　町の財政状況を示す「平成 30 年度決算」をお知らせします。決算は、平成 30 年度

に皆さんが納めた税金をもとに、どのような事業が行われてかを表わすとともに、町

の一年間の歩み・記録を示すものです。町の会計は、一般会計と６つの特別会計、上

水道事業会計を合わせた８会計があり、各会計の概要についてお知らせします。

財産収入2,534万円（0.4％） 

分担金及び負担金3,210万円（0.5％）

寄附金3,730万円（ 0.6％）

地方譲与税5,153万円（0.8％）

使用料及び手数料
6,587万円（1.0％） 

諸収入1億3,256万円（2.1％）

地方消費税交付金
1億7,104万円（2.7％） 

繰入金
2億369万円（3.2％）

繰越金
2億7,232万円
（4.3％）

交通安全対策特別交付金64万円（0.0％）

利子割交付金123万円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金174万円（0.0％） 

配当割交付金221万円（0.0％）

地方特例交付金286万円（0.0％）

自動車取得税交付金1,150万円（0.2％）

歳入総額
６４億５１１万円

歳出総額
６１億３，５６３万円

　議会費
7,221万円（1.2％）

商工費
1億6,031万円（2.6％）

消防費
2億1,335万円（3.5％）

災害復旧費
451万円（0.1％） 

労働費
407万円（0.1％）

県支出金
7億5,046万円
（11.7％）

町税
9億3,534万円
（14.6％）

国庫支出金
3億5,118万円
（5.5％）

町債
7億9,510万円
（12.4％）

地方交付税
25億6,110万円
（40.0％）

農林水産業費
9億6,378万円
（15.7％）

民生費
14億7,699万円
（24.1％）

総務費
9億2,266万円
（15.0％）

土木費
6億804万円
（9.9％）

公債費
6億1,696万円
（10.1％）

教育費
5億5,227万円
（9.0％）

衛生費
5億4,048万円
（8.8％） 

町税
…町⺠税や固定資産税など
地⽅交付税
…町の財政状況に応じて国から交付されたお⾦

県⽀出⾦
…町が⾏う事業に対する県からの負担⾦や補助⾦

国庫⽀出⾦
…町が⾏う事業に対する国からの負担⾦や補助⾦

町債
…事業を⾏うために借りたお⾦
繰越⾦
…前年度から繰り越されたお⾦
諸収⼊
…預⾦利⼦やその他の収⼊

■町税の内訳

種類 決算額

町民税 4 億 851 万円

固定資産税 4 億 4,422 万円

軽自動車税 3,115 万円

町たばこ税 4,165 万円

鉱産税 2 万円

入湯税 979 万円

合計 9 億 3,534 万円

平
成
30
年
度

一般会計性質別決算

人件費
9億2,121万円
（15.0％）

消費的経費
37億3,334万円
（60.8％）

投資的経費
11億2,508万円
（18.3％）

その他経費
12億7,721万円
（20.9％）

物件費
11億709万円
（18.0％）

維持補修費
1億5,805万円（2.6％）

扶助費
4億6,105万円
（7.5％）

補助費
9億2,850万円
（15.1％）

その他
1億5,744万円
（2.6％）

普通建設事業
11億2,057万円
（18.2％）

災害復旧事業
451万円
（0.1％）

繰出金
6億6,025万円
（10.8％）公債費

6億1,696万円
（10.1％）

■健全化判断⽐率             
 健全化判断⽐率とは、財政健全化法に定める
財政指標で、①実質⾚字⽐率、②連結実質⾚字
⽐率、③実質交際費⽐率、④将来負担⽐率の４
つがあります。早期健全化基準（①から④の指
標ごとに異なる）を超えないようにすることと
されています。

健全化判断⽐率 ( 単位：％）

平成３０年度 早期健全化基準

実質⾚字⽐率 － 15.0

連結実質⾚字⽐率 － 20.0

実質公債費⽐率 7.1 25.0

将来負担⽐率 10.8 350.0

① 実質⾚字⽐率
 その年の町の⼀般会計の収⽀を⽰すもの
② 連結実質⾚字⽐率
 その年の⼀般会計以外の特別会計などを含め
 て町全体の収⽀を⽰すもの
③ 実質公債費⽐率
 その年の歳出の中で、過去に借り⼊れた借⾦
 の返済に充てている分が町の財政規模（標準
 財政規模：平成 30 年度は 35 億 1,040 万円）
 に対してどの程度占めているかを⽰すもの
④ 将来負担⽐率
 今後負担しなければならない借⾦が町の財政
 規模（標準財政規模）に対してどの程度かを
 ⽰すもの

■資⾦不⾜⽐率             
 資⾦不⾜⽐率とは、⼀般会計などの実質⾚字
に相当するもので、公営企業の特別会計ごとに
資⾦の不⾜額がどの程度あるか⽰すもの。経営
健全化基準（20％）を超えないようにするこ
ととされています。

資⾦不⾜⽐率  ( 単位：％）

平成３０年度 経営健全化基準

農業集落排⽔処理事業 － 20.0

公共下⽔道事業 － 20.0

上⽔道事業 － 20.0

塙町はいずれの指標も下回り
健全に運営されています
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子育て支援・高齢者福祉　（民生費　　14 億 7,699 万円）

こども園整備事業

障害者支援事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

児童手当支給事業

保育園の運営

国民健康保険事業

4億4,250万円

2億1,881万円

1億5,622万円

1億5,017万円

1億2,159万円

1億1,219万円

9,976万円

学校・生涯学習　　（教育費　5 億 5,227 万円）

学校給食センター管理運営事業

幼稚園管理運営事業

小学校管理運営事業

中学校管理運営事業

放課後児童健全育成事業 

9,356万円

8,721万円

5,962万円

5,873万円

1,025万円

健康づくり・環境衛生　（衛生費　5 億 4,048 万円） 

東白衛生組合負担金

上水道事業

各種健診事業

各種予防接種事業

2億8,571万円

1億700万円

3,829万円

1,751万円

道路・農業・商工業　（土木費　6億804万円／商工費　1億6,031万円／農林水産業費　9億6,378万円）

町道新設・改良・維持事業

ふくしま森林再生事業

森林整備加速化・林業再生基金事業  

公共下水道事業

農業集落排水処理事業

3億2,802万円

3億1,914万円

1億4,554万円

1億2,864万円

1億733万円

消防・その他　（消防費　2億1,335万円／総務費　9億2,266万円／公債費　6億1,696万円ほか） 

白河広域圏（常備消防）負担金

情報化推進事業

代替バス運行事業

庁舎西側駐車場整備事業

消防車庫新築事業

1億4,488万円

8,996万円

3,233万円

2,861万円

1,447万円

こども園の整備が進められています

子どもたちはさまざまな学習をしています

年に一度は健診を受けましょう

きれいな環境を次世代に

地域の安全を守る消防団

平成３０年度の主な事業（一般会計）

■国民健康保険特別会計

歳
　
　
　

入

項　　目 決算額

歳
　
　
　

出

項　　目 決算額

国民健康保険税 2億1,281 総務費 4,944

国・県支出金等 6億4,348 保険給付費 6億2,338

繰入金 1億2,976 国民健康保険事業費納付金 2億8,370

繰越金等 8,975 保健事業費等 1億791

計 10億7,580 計 10億6,443

■笹原財産区特別会計

歳
　
　
　

入

項　　目 決算額
歳
　
　
　

出

項　　目 決算額

繰入金 18 総務費 19

繰越金等 1

計 19 計 19

■農業集落排水処理事業特別会計

歳
　
　
　

入

項　　目 決算額

歳
　
　
　

出

項　　目 決算額

使用料・分担金 3,079 総務費 4,918

繰入金 1億733 公債費 8,892

繰越金等 29

計 1億3,841 計 1億3,810

■公共下水道事業特別会計

歳
　
　
　

入

項　　目 決算額

歳
　
　
　

出

項　　目 決算額

使用料・分担金 4,322 総務費 7,573

繰入金 1億2,864 事業費 1,112

国庫支出金等 278 公債費 8,756

計 1億7,464 計 1億7,441

■介護保険特別会計

歳
　
　
　

入

項　　目 決算額

歳
　
　
　

出

項　　目 決算額

保険料 1億9,458 総務費 3,896

国・県支出金等 6億1,967 保険給付費 8億3,256

繰入金 1億5,017 地域支援事業費 4,339

繰越金等 5,514 諸支出金等 5,504

計 10億1,956 計 9億6,995

特別会計と上水道事業会計

■後期高齢者医療特別会計

歳
　
　
　

入

項　　目 決算額

歳
　
　
　

出

項　　目 決算額

保険料 6,969 総務費 274

繰入金 3,476 広域連合納付金 1億252

繰越金等 110 諸支出金等 9

計 1億555 計 1億535

■上水道事業会計（収益的収支）

収
　
　
　

入

項　　目 決算額

支
　
　
　

出

項　　目 決算額

営業収益 1億408 営業費用 2億2,090

営業外収益 1億6,269 営業外費用 1,839

特別損失 2

計 2億6,677 計 2億3,931

■上水道事業会計（資本的収支）

収
　
　
　

入

項　　目 決算額

支
　
　
　

出

項　　目 決算額

企業債 1億2,000 建設改良費 1億9,952

国庫補助金 6,000 企業債償還金 6,159

他会計負担金 72

計 1億8,072 計 2億6,111

（単位：万円） （単位：万円）

平成 30 年度　公共施設等利用状況

公共施設

農村勤労福祉会館利用者数 2,126人

公民館（地区館・分館含む） 49,506人

図書館入館者数 33,322人

あぶくま高原美術館入館者数 2,267人

体育館利用者数 19,568人

屋外体育施設（野球場等）利用者数 10,610人

そ　の　他

集団健（検）診等受診者数（延べ人数） 12,534人

予防接種者数（ポリオ、BCGほか延べ人数） 3,625人

健康相談 454人

のびのび教室（延人員) 181人

妊婦健診 62人

乳幼児健診 283人

児童・生徒・教職員　健診 670人

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）
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は
「
生
涯
現
役
で
働
き
た
い
」
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
前
職
で
は

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

な
仕
事
だ
っ
た
た
め
、
言
葉
を
話
さ
な

い
も
の
を
相
手
に
す
る
仕
事
も
し
て
み

た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
看
護
師
と
い
う
や
り
が
い
の
あ
る

お
仕
事
を
早
期
退
職
さ
れ
て
で
も
就
農

し
た
羽
田
さ
ん
は
、
と
て
も
ア
ク
テ
ィ

ブ
で
勉
強
熱
心
で
す
。
そ
ん
な
羽
田
さ

ん
で
も
、
初
め
て
の
農
業
は
、
い
ろ
い

ろ
苦
労
し
た
そ
う
で
、
虫
や
草
に
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
る
く
前
向

き
な
羽
田
さ
ん
の
こ
と
を
近
所
の
農
家

さ
ん
も
応
援
し
て
く
れ
た
そ
う
で
、
周

り
の
助
け
も
借
り
な
が
ら
、
立
派
な
ダ

リ
ア
を
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
、

就
農
一
年
目
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
度

の
福
島
県
花
き
品
評
会
で
銅
賞
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
羽
田
さ
ん
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
資
格
も
お
持
ち
で
す
。
生

産
者
で
あ
り
な
が
ら
、
ご
自
身
で
販
売

で
き
る
ス
キ
ル
も
生
か
し
な
が
ら
販
路

も
開
拓
で
き
た
ら
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

●
本
多
永
典
さ
ん
︵
真
名
畑
︶

　

本
多
さ
ん
は
、
私
た
ち
も
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
塙
町
の
農
業
指
導
員

で
す
。
塙
町
に
来
て
、
今
日
ま
で
ダ
リ

ア
に
関
す
る
１
か
ら
10
ま
で
を
本
多
さ

ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
ダ
リ
ア

栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
つ

も
明
る
く
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
褒

め
な
が
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
の
び
の
び
と
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
多
さ
ん
は
、
ダ
リ
ア

栽
培
を
始
め
て
８
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン

で
、
品
評
会
に
何
度
も
入
賞
し
て
い
ま

す
。
町
が
ダ
リ
ア
の
切
り
花
生
産
を
始

め
た
こ
ろ
か
ら
の
初
期
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
よ
う
で
、
今
は
生
産
者
兼
町
の
ダ
リ

ア
栽
培
指
導
員
と
し
て
ダ
リ
ア
の
品
質

向
上
の
た
め
、
そ
の
技
術
を
生
産
者
に

伝
え
て
い
ま
す
。
８
年
見
て
き
た
ダ
リ

ア
も
、
毎
年
気
候
に
左
右
さ
れ
、
手
も

か
か
る
花
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
毎
日

ダ
リ
ア
の
様
子
を
こ
ま
め
に
確
認
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
苦
労
の
先
に
花

が
咲
き
、
出
荷
で
き
る
喜
び
が
あ
る
の

で
す
ね
。
ご
自
身
の
経
験
を
ほ
か
の
生

産
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
「
お
か
げ

で
上
手
く
い
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

は
う
れ
し
い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
一
緒
に
な
っ
て
「
頑
張
ろ
う
」
と

生
産
者
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
本
多
さ

ん
の
明
る
い
性
格
に
鼓
舞
さ
れ
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
多

さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
花
を
通
じ
て
仲

間
が
で
き
、
人
間
関
係
が
広
が
る
こ
と

は
素
敵
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
記
・
有
村
）

おこ し
協力隊体験記

地
域

Arimura×Hara×Kanno

就農１年目にも関わらず今年度
の福島県花き品評会で銅賞を受
賞した「シリウス」

地域おこし協⼒隊トピックス
（福島空港にダリアを展⽰）

 ８⽉から始まったはなわのダリア祭も最
盛期を迎え、PR 活動の⼀環として福島空
港（⽟川村）の⼀⾓にダリアを飾らせてい
ただきました。メロン組合の⽅にもご協⼒
いただき、展⽰した花はなんと毎回１００
本。春から育てた鉢植えのダリアも咲き、
花の⼊れ替えをするたび、通りかかった
⽅々から「きれいですね」と声をかけてい
ただき、初めての展⽰にしては上⼿くでき
たかなと⾃画⾃賛。ダリア祭はあと１カ⽉。
空港の展⽰は終わってしまいましたが、は
なわのダリアたちは、もう少し私たちの⽬
を楽しませてくれそうです。（記・原）

いつも明るく分かりやすく指導してくださる本多さん

お孫さんと羽田さん㊨。ダリ
ア生産の新規就農者として、
明るく前向きに取り組みます

８月１日から塙町地域おこし協力隊に

着任した菅野正明さん。元プロロード

レーサーの経験を生かし、自転車を通

じた塙町の地域活性化に取り組みます

サイクリングロードの開拓、スポーツバイクの人口増加は
もちろん、子どもたちに自転車の魅力を伝えたい―。　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
８
月
１

日
か
ら
塙
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
て
い
る
菅
野
正
明
（
か

ん
の
・
ま
さ
あ
き
）
で
す
。

　

私
は
、
昭
和
63
年
７
月
21
日
に
東

京
都
江
戸
川
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
着
任
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
自
転
車
で
す
が
、
高
校
卒

業
後
に
通
勤
の
た
め
に
購
入
し
、
そ

の
後
、
東
京
か
ら
福
島
県
い
わ
き
市

に
何
度
か
通
う
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と

自
転
車
に
ハ
マ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
ま
で
、
横
浜
１
年
、

埼
玉
２
年
、
横
浜
１
年
、
群
馬
１
年

間
の
計
５
年
間
プ
ロ
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ
と
し
て
成
績

が
良
か
っ
た
レ
ー
ス
は
、
富
士
あ
ざ

み
ラ
イ
ン
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
で
５
位
、

栂
池
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
で
５
位
と
い
う

成
績
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
昨
年
11

月
に
塙
町
で
初
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
は
な
わ
」
で
も
５
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

は
、L

in
k

T
O

H
O

K
U

と
い
う
チ
ー

ム
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
名
の
と

お
り
東
北
に
縁
の
あ
る
人
が
入
れ
る

チ
ー
ム
で
す
。

　

趣
味
は
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
知
ら
な
い
道
や
林
道
を
散
策

す
る
こ
と
で
す
。
自
転
車
で
は
ケ
ガ

も
付
き
物
で
、
足
首
の
粉
砕
骨
折
と

頭
蓋
骨
骨
折
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
生
涯
自
転
車
に
乗
っ
て

そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
初
中
級
者
向
け
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
開
拓
や
ス
ポ
ー
ツ

バ
イ
ク
を
乗
る
人
の
人
口
増
加
は
も

ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に
自
転
車
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動
を
と
お
し

て
、
塙
町
の
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
、
見
か
け
た
ら
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

サイクリングロード開拓のために毎日試走
している菅野さん

初
め
ま
し
て
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
菅
野
で
す

昨年度の福島県花き
品評会で銅賞を受賞
した「ノーブルピーチ」

福島空港に展示した「はなわのダリア」
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９
⽉
12
⽇
︵
⽊
︶
に
福
島
⼯
業
⾼

校
で
開
催
さ
れ
た
第
26
回
福
島
県
⾼

等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
⼤
会
で
、
電

機
部
の
チ
ー
ム
﹁
オ
リ
オ
ン
ズ
﹂
と

﹁
フ
ォ
ー
マ
ル
ハ
ウ
ト
﹂
が
上
位
⼊

賞
︵
福
島
県
電
⼦
機
械
⼯
業
会
会
⻑

賞
を
受
賞
︶
し
、
２
年
連
続
で
全
国

⼤
会
へ
の
切
符
を
⼿
に
し
ま
し
た
。

県
⼤
会
に
は
、
県
内
の
⼯
業
⾼
校
11

校
か
ら
25
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
競
技
は
、
全
国
⼤
会

の
開
催
県
で
あ
る
新
潟
県
が
全
国
に

誇
る
﹁
⾦
銀
⼭
﹂、﹁
⼤
花
⽕
⼤
会
﹂、

﹁
新
潟
⽶
﹂
に
関
連
し
た
ア
イ
テ
ム

︵
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
、

ピ
ン
ポ
ン
球
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
︶
や
、

新
潟
県
の
県
⿃
で
天
然
記
念
物
の

﹁
朱
鷺
﹂
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
⾃
作

得
点
対
象
物
を
、
制
限
時
間
３
分
以

内
に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
に
搬
送
・

射
出
し
、
そ
の
完
成
度
で
得
点
を
競

い
ま
す
。

 

全
国
⼤
会
は
、
10
⽉
26
⽇
︵
⼟
︶

か
ら
27
⽇
︵
⽇
︶
に
新
潟
県
⻑
岡
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
⼤
会
で
は
惜

し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、
今

後
ロ
ボ
ッ
ト
の
改
良
と
操
作
練
習
を

重
ね
、
全
国
⼤
会
に
臨
み
ま
す
。
ぜ

ひ
、
塙
⼯
業
⾼
校
の
名
を
全
国
に
轟

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

︻
全
国
⼤
会
出
場
⽣
徒
︼

●
オ
リ
オ
ン
ズ
…
古
市
智
樹
さ
ん
、

 
篠
⽥
南
聖
⽃
さ
ん
︵
電
⼦
科
３
年
︶、

 

緑
川
祥
⼤
さ
ん
、
⽮
吹
翼
さ
ん
、

 

松
浦
颯
聖
さ
ん
、︵
機
械
科
３
年
︶

●
フ
ォ
ー
マ
ル
ハ
ウ
ト
…
加
藤
真
尋

 

さ
ん
、
笹
島
⼀
輝
さ
ん
︵
機
械
科

 

２
年
︶、 

⼩
濱
宇
裕
さ
ん
︵
電
⼦

 

科
３
年
︶、 

⾼
宮
陽
平
さ
ん
、
野

 

中
健
太
さ
ん
︵
機
械
科
３
年
︶

丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.18

チーム「オリオンズ」

チーム「フォーマルハウト」

塙
工
高
か
ら
２
チ
ー
ム
が
全
国
へ

からの

挑戦
祝 

全
国
⼤
会
出
場

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
⼤
会
で

２
年
連
続
全
国
⼤
会
出
場
が
決
定

◆
健
民
カ
ー
ド
の
特
典
一
覧

　

９
月
18
日
現
在
、
カ
ー
ド
の
延
べ
発
行

者
数
は
、
１
０
７
人
で
す
。
方
部
別
に
見

る
と
、
塙
が
最
も
多
く
、
次
い
で
高
城
、

笹
原
、
常
豊
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
チ
ナ
（
２
万
ポ
イ
ン
ト
）
を
獲
得
し
た

人
が
５
人
で
、未
だ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド（
５
万

ポ
イ
ン
ト
）
を
獲
得
し
た
方
は
い
ま
せ

ん
。
参
加
や
記
入
方
法
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
地
区
の
保
健
推
進
員
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

　

県
の
第
１
回
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
締
め
切
り
は
、
11
月
１
日
（
当
日
消

印
有
効
）
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
事
業
に
参

加
す
る
方
で
も
大
丈
夫
。
お
よ
そ
１
カ
月

で
３
千
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
ま
す
。
す

で
に
事
業
に
参
加
し
て
い
る
方
は
、
３
千

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
役
場
窓
口
に
記

入
台
紙
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
「
ふ
く
し
ま
健

民
ア
プ
リ
」
を

ご
利
用
く
だ
さ

い
。
万
歩
計
機

能
で
、
歩
数
に

応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
ま

す
。

　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

　　

　のりものと言っても、自転車や

バイク、車や船ばかりではありま

せん。昔の殿様やお姫様が乗った

かごや西部劇に出てくる馬車な

ど、さまざまな乗り物が目を引き

ます。一体何を運ぶのでしょうか。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

の
り
も
の
の
本

10 月の
テーマ

「はこぶ」

佐々木 幹郎／文
いわむら かずお／絵
（復刊ドットコム）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

「旧友再会」

重松 清／著
（講談社）

　年を重ねると増えていく「再会」

の機会。今、あの人に会えたら何を

伝えますか。重松清が届ける「再会」

の短編集。

「はなわ健康チャレンジ」で楽しく健康づくり
健康推進だより

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ ７⽇（⽉）、１５⽇（⽕）、２１⽇（⽉）、２３⽇（⽔）、
      ２８⽇（⽉）、３１⽇（⽊）
      ※２２⽇（⽕）即位礼正殿の儀が⾏われる⽇は開館します。
      ※３１⽇（⽊）は⽉末整理⽇のため休館します。

【図書館の開館・休館情報（１０⽉）】

　

秋
に
な
り
、
過
ご
し
や
す
い
日
が
増

え
「
食
事
」
や
「
運
動
」
な
ど
で
健
康
づ

く
り
を
始
め
る
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、「
は
な
わ
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
応
援
事
業
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
毎
日

の
健
康
づ
く
り
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
町
や
県
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
目
標
の
設
定
や
取
り

組
み
な
ど
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
せ
ず
続

け
ら
れ
る
健
康
づ
く
り
で
す
。

ふくしま健民アプリQRコード

51

 
９
⽉
４
⽇
︵
⽔
︶
に
東
京
第
⼀ホ
テ

ル
新
⽩
河
で
開
催
さ
れ
た
﹁
し
ら
か
わ

地
域
企
業
展
⽰
交
流
会
﹂
に
、
本
校
の

１
、２
年
⽣
82
⼈
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

展
⽰
交
流
会
に
は
、
企
業
や
⼤
学
、

専
⾨
学
校
の
66
団
体
が
出
展
し
て
い

て
、
参
加
し
た
⽣
徒
た
ち
は
、
将
来
の

進
路
実
現
に

向
け
て
真
剣

に
説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

本
校
⽣
の
多

く
は
、
地
元
企

業
へ
の
就
職
を

希
望
し
て
い
る

の
で
、
⼤
変
勉

強
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

地元企業への就職を希望する生徒たちにとっ
て有意義な時間となりました

展示交流会には１・２年生が参加

し
ら
か
わ
地
域
企
業
展
示
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た

県大会の様子。昨年に引き続き２年
連続の全国大会出場を決めました

ロボット競技大会の競技
コート。スピードや正確性
などが問われる競技で、全
国大会に向け試行錯誤を繰
り返します

◆
目
指
せ
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

◆
カ
ー
ド
の
申
請
は
お
早
め
に

カード プレゼント

ランク 発⾏
ポイント

福島県
（応募ハガキ）

塙町
（必ずもらえる）

ノーマル 3,000 県産⽶ トレーニングセット
または減塩スプーンセット

シルバー 6,000 県産⽜⾁ 減塩醤油スプレー
またはガーゼタオル

ゴールド 10,000 県産品詰め合わせ ⽬盛付きカロリー茶碗
またはヨガボール

― 15,000 ― 万歩計

プラチナ 20,000 県内温泉ペア宿泊券 デジタル塩分計

ダイヤモンド 50,000 国内温泉宿泊券 体操ブーブー
（ラジオ体操が流れます）
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福島交通の経路とダイヤ
が変更されました
　福島交通の「白河・棚倉線」の廃止により 10 月１日（火）

から「棚倉・塙線」の経路とダイヤが一部変更されまし

た。また、この変更により、ＪＲ白棚線との乗り継ぎが

円滑化され、白河方面の高校に通学する高校生の皆さん

も乗り継ぎがスムーズに行えます。皆さんぜひご利用く

ださい。

１０月使用分から農業集落排水処理施設
使用料の料金が改定されます

区  分
現在の料⾦（8％） 改定後の料⾦（10％）
基本料 ⼈員割料 基本料 ⼈員割料

⼀ 般 ⽤ 1,890 円 378 円 1,925 円 385 円
⼀般営業⽤ 2,430 円 378 円 2,475 円 385 円
業 務 ⽤ 6,750 円 378 円 6,875 円 385 円

　上の表のとおり、11 月発布分（10 月・11 月使用分）

から農業集落排水処理施設使用料が改定されますので、

ご注意ください。また、上水道使用料と下水道使用料は、

令和２年１月発布分（11 月・12 月使用分）から料金が

改定されます。農業集落排水処理施設を使用している方

で、上水道を利用している方は、税率の違い（農集排は

10％・上水道は８％での計算）により、11 月に発布さ

れる納付書は２枚になります。誤って破棄などされない

ようご注意願います。

■問い合わせ　生活環境課　☎４３－２１４８

　福島交通「棚倉・塙線」６時 20

分塙駅前発のバスに乗車すると、

ＪＲ「白棚線」６時 45 分祖父岡

発のバスに乗り継ぎ、白河市内

の高校へ通学することができま

す（学休日は運休）。福島交通

の通学定期は、福島交通棚倉営

業所で購入することができます。

古
町
⼆
丁
⽬

福
島
交
通
棚
倉
営
業
所

近
津
駅
前

双
の
平

新
町

棚
倉
⼩
学
校
前

棚
倉
郵
便
局
前

鉄
炮
町

福島交通「棚倉・塙線」（主要駅のみ掲載※青字が変更点）

ＪＲ「白棚線」（主要駅のみ掲載）

⽩
河
旭
⾼
校
前

︵
７
時
53
分
︶

⽩
河
⾼
校
前

︵
７
時
40
分
︶

⽩
河
実
業
⾼
校
前

︵
７
時
25
分
︶

棚
倉
駅
前

︵
６
時
40
分
︶

塙
駅
前︵

６
時
20
分
︶

棚
倉
駅
前

︵
６
時
52
分
︶

祖
⽗
岡︵

６
時
45
分
︶
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塙町を思う気持ちに感謝

㈱フクシンが故金沢彌平さん

の遺志を引き継ぎ町に遺贈
　

台
宿
に
福
島
営
業
所
を
置
く
株
式
会

社
フ
ク
シ
ン（
本
社
　

千
葉
県
市
川
市
）

の
金
沢
剛
純
代
表
取
締
役
社
長
は
、
亡

き
祖
父 

金
沢
彌
平
さ
ん
の
遺
志
を
引

き
継
ぎ
、
町
に
多
額
の
遺
贈
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
に
遺
贈
さ
れ
た
の
は
、
湯
遊
ラ
ン

ド
は
な
わ
に
最
新
型
の
送
迎
用
の
バ
ス

（
29
人
乗
り
）、
天
体
望
遠
鏡
の
設
置
費

用
、
塙
町
立
図
書
館
へ
の
書
籍
購
入
費

で
、
総
額
は
２
１
７
７
万
円
で
す
。

　

彌
平
さ
ん
は
、
大
正
７
年
（
１
９
１

８
）
12
月
11
日
に
塙
町
大
字
常
世
北
野

字
日
林
に
生
ま
れ
、
昭
和
38
年
（
１
９

６
３
年
）
に
フ
ク
シ
ン
の
２
代
目
社
長

に
就
任
し
、
堅
実
な
経
営
で
貸
布
団
業

を
本
業
に
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
、
タ
ク

シ
ー
の
シ
ー
ト
カ
バ
ー
事
業
を
展
開

し
、
現
在
の
フ
ク
シ
ン
の
礎
を
築
き
ま

し
た
。

　

金
沢
剛
純
代
表
取
締
役
社
長
に
よ
る

と
「
祖
父
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
塙
町
が

大
好
き
で
、
特
に
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

に
は
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。
湯
遊

ラ
ン
ド
は
な
わ
が
発
展
す
る
こ
と
で
町

の
人
に
喜
ん
で
ほ
し
い
と
言
っ
て
い

た
。
ま
た
、
祖
父
は
小
学
校
し
か
出
て

い
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
で

き
る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
図
書
館
へ
の
書
籍
寄
贈
と
な
り

ま
し
た
」
と
、
祖
父
彌
平
さ
ん
の
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　

彌
平
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
も
湯

遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
へ
の
道
路
整
備
や
設

備
費
を
は
じ
め
、
町
へ
多
額
の
経
済
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彌
平
さ
ん
の

町
を
思
う
気
持
ち
と
遺
贈
い
た
だ
い
た

フ
ク
シ
ン
さ
ん
へ
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

生まれ育った塙町に強い思い入れがあった金沢彌平さん
㊨。町を思う善意に心から感謝申し上げます

大正７年（1918 年）12 月 11 日に塙町

大字常世北野字日林に生まれる。昭和

６年（1931 年）に常豊尋常高等小学

校卒業。株式会社フクシン（明治 44

年創業＝当時本社：東京都浅草＝）初

代社長の金沢勝之助が昭和 30 年（1955

年）に台宿でクリーニング工場を設立。

初代社長に正直で真面目な仕事ぶりが

認められ、昭和 38 年（1963 年）にフ

クシン（本社：千葉県市川市）の２代

目社長に就任し、堅実な経営で現在の

フクシンの礎を築く。平成 28 年（2016

年）５月 18 日逝去（享年 98 歳）。生

まれ育った塙町に強い思い入れがあ

り、湯遊ランドはなわや塙町の子ども

たちのために生前から町に多額の寄付

をいただきました。今回はフクシンさ

んが彌平さんの遺志を引き継ぎ、湯遊

ランドはなわに送迎用のバス、天体望

遠鏡設置費用、塙町立図書館への書籍

購入費を遺贈いただきました。

金沢彌平（かなざわ・やへい）

■
ふ
る
さ
と
塙
に
強
い
思
い
入
れ

湯遊ランドはなわ東側の山に設置される天体
望遠鏡の建屋。整備が進んでいます

29 人乗りの最新型送迎バス（湯遊ランドはなわ）町は遺贈金を元に図書充実のための基金を設立。「金沢彌平文庫」
を開設し、子どもたちの図書充実を図ります

※旧姓：生方彌平

‥

　９月に執行された主な入札結果をお知らせ
します。（金額は税込み）
　塙中学校体育館天井・窓枠等耐震改修工事
　（大字竹之内字草田地内）
　種　　別　建築
　予定価格　70,687,100 円
　落 札 額　69,850,000 円
　落 札 者　深谷建設株式会社
　第５分団第１班消防屯所新築工事
　（大字植田字坂ノ下地内）
　種　　別　建築
　予定価格　21,506,100 円
　落 札 額　20,845,000 円
　落 札 者　有限会社常豊工務店
　はなわこども園厨房機器購入
　（大字塙字材木町地内はなわこども園内）
　種　　別　物品購入
　予定価格　23,247,400 円
　落 札 額　22,000,000 円
　落 札 者　株式会社マルゼン郡山営業所
　ふくしま森林再生事業
　大日向地区１工区森林整備業務委託
　種　　別　森林伐採（間伐）
　予定価格　9,451,080 円
　落 札 額　9,288,000 円
　落 札 者　株式会社松栄商事

入札結果をお知らせします



　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
文
部

科
学
省
が
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対

象
に
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

平
成
31
年
４
月
18
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
、

小
学
校
で
、
国
語
・
算
数
、
中
学
校
で
、
国

語
・
数
学
・
英
語
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
調
査
教
科
に
英
語
が
追
加
さ

れ
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」
の
４
技
能
が
調
査
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
Ａ
問
題（
知
識
・

技
能
な
ど
）
と
Ｂ
問
題
（
活
用
な
ど
）
か
ら

知
識
と
活
用
を
一
体
的
に
問
う
問
題
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
各
学
校
の
児
童

　

生
徒
の
学
力
状
況
の
一
部
分
で
あ
り
、
ま

　

た
、
教
育
活
動
の
一
側
面
で
あ
る
こ
と
を

　

ご
理
解
願
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
︵
平
成
31
年
度
︶
全
国
学
⼒
・
学
習
状
況
調
査
結
果
公
表

「
書
き
表
す
力
」
に
課
題

振
り
返
り
や
ま
と
め
の
活
動
に
力
を
入
れ
る

小
学
校
で
国
語
・
算
数

中
学
校
で
国
語
・
数
学
・
英
語
が
実
施

小学６年生・中学３年生を対象に、学力・学習調査が行われました

【グラフ１】小学生の国語・算数の結果【グラフ２】中学生の国語・数学・英語の結果

小学校中学校

6464

47 47 61

64
72

57
53

65
66.6

63.8
72.8

59.8 56.0

国語国語 算数数学 英語

■町　■県　■全国■町　■県　■全国

【グラフ３】小中学生のアンケート結果

　

【
グ
ラ
フ
１
】【
グ
ラ
フ
２
】
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
小
学
生
国
語
は
福
島
県
や
全
国
平
均

と
同
程
度
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
教
科
は
す

べ
て
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
国
語
で
は
、
目
的
に
応
じ
て
文
章

の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て
読
む
こ
と
が
よ

く
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
考
え

の
理
由
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

中
学
校
国
語
で
は
、
６
割
近
い
生
徒
が
封

筒
の
表
書
き
を
正
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

算
数
・
数
学
で
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に

記
述
式
の
問
題
の
正
答
率
が
低
く
、
無
回
答

率
も
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
説
明
し

た
り
考
え
を
書
き
表
し
た
り
す
る
こ
と
に
課

題
が
あ
り
ま
す
。
中
学
校
数
学
で
は
、基
礎
・

基
本
の
定
着
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

　

英
語
で
は
、
話
さ
れ
た
り
書
か
れ
た
り
し

て
い
る
内
容
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
は

お
お
む
ね
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
聞
い

た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
対
す
る
自
分
の

考
え
や
意
見
を
示
す
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。 小

学
生
国
語
は
全
国
平
均
レ
ベ
ル

考
え
や
意
見
を
示
す
こ
と
に
課
題

塙町教育委員会の対策
 各学校では、教職員で採点を⾏い、授業
改善や補習などに取り組んできました。今
回、国から提供された詳細な結果をもとに、
以下の点に⼒を⼊れて学習を進めていきま
す。

今後に向けたポイント        
■これまでは、話し合い活動を重視し、児
 童⽣徒同⼠に学び合いをとおして理解や
 考えを深められるように⼯夫して授業を
 ⾏ってきました。今後は、書き表す⼒を
 付けるために学んだことを振り返ったり、
 ⾃分の⼒で⽂章にまとめたりする活動に
 も⼒を⼊れていきます。
■計画的に家庭学習に取り組む学習習慣が
 ⾝に付いてきています。今後は、学習時
 間の確保や学習内容の⾒直しを図り、効
 果的な家庭学習となるように⽀援します。

　【グラフ３】をご覧ください。塙町の小学

６年生、中学３年生は、全国と比較して計画

的に勉強できている児童生徒の割合が高く、

学習習慣について望ましい傾向が見られます。

　町全体や各学校の詳細については、教育委

員会で閲覧することができます。

■期　間　10 月 31 日（木）まで

■時　間　午前９時から午後５時まで

■問い合わせ　

　塙町教育委員会　

　学校教育課　☎４３－４０５０

■している　■どちらかといえば、している　■あまりしていない　■全くしていない

自分で計画を立てて勉強しているか

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

全国中学生

塙町中学生

全国小学生

塙町小学生

教職員向けの研修会も行われています
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日　時：１月 12 日（日）午前 10 時（受付９時）
会　場：塙農村勤労福祉会館（役場庁舎北側）
対象者：平成 11 年４月２日から 12 年４月１日の間
　　　　に生まれた方
※対象者には、10 月下旬から申し込み用の往復ハガ
キをお送りします。また、住民登録が町外の方は公
民館窓口で『成人式出席届』にご記入ください。

令和２年成人式を開催します
日　　程：11 月 8 日（金）から 11 日（月）
　　　　　※搬入 7日（木）・搬出 12日（火）
会　　場：塙町営体育館（桜木町）アリーナ
出 品 料：無料
募集部門：短歌 ･ 俳句 絵画 書道 写真 生け花 工芸他
出品申込：10 月 25 日（金）までに、塙町公民館窓口、また
　　　　　は電話（43-0320）でお申込みください。

第 58回文化祭美術展作品を募集します

はなわスポーツクラブ

10月号

　はなわスポーツクラブでは、ひ
とりでも仲間同士でも参加できる
教室を開催しています。お気軽に
見学にお越しください。

はなわスポーツクラブ通信

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

日　　時：10 月 9 日（水）午前 10 時（9 時 45 分開会式）

場　　所：塙町営グラウンド（野球場、運動場）

参 加 費：1,000 円（飲み物付き）

参加資格：はなわスポーツクラブ会員、または

　　　　　グラウンド・ゴルフ愛好者

期　　日：10 月 26 日 ( 土 ) 
内　　容：塙町役場６時出発（集合）
　　　　　→豊洲市場（見学・自由行動と昼食＝滞在２時間）
　　　　　→新国立競技場・有明アリーナ（東京五輪開催会場見学）
　　　　　→明治神宮野球場 野球観戦（東京大学 対 法政大学＝滞在２時間）
　　　　　→塙町役場（午後 7 時到着予定）
参 加 費：1 人 5,000 円（バス代・球場入場料を含む）
準 備 物：動きやすい服装、飲み物、薬など、その他必要なもの
申込締切：10 月 16 日（水）※ 22 日以降の払い戻しはできません。
参加資格：はなわスポーツクラブ会員限定

第18回グラウンド・ゴルフ大会 参加者募集中

２０２０東京オリンピック・パラリンピック会場見学
&東京六大学野球観戦ツアーを開催します！ 

～塙町生涯学習だより～　10月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

探検隊 ダリア写真撮影教室 傑作撮れたよ！
　9 月 7 日 ( 土 )、はなわ探検隊は、あぶくま高原美術館で、
元地域おこし協力隊の川村空也さんのダリアと、プロ写
真家の芳賀元昌 ( 川上 ) さんの大型パネル写真を鑑賞し
た後、福島県社会教育課の『チャレンジ！子どもがふみ
だす体験活動応援事業』の一環で、芳賀さんのご指導に
より、一眼レフカメラを使って湯遊ランドのダリア園で
本格的な撮影を行いました。また、台宿のダリア畑では
川村さんから栽培や流通に関する話を聞き、ダリアの特
徴をとらえて撮影を行いました。探検隊は、お二人から
学んだことを生かし、ボランティア高校生の補助を受け
ながら、夢中でシャッターを切っていました。
　今回の活動で完成した作品は、探検隊の広報活動とし
て首都圏で展示したり、ダリア写真コンテストに応募した
り、10 月 22 日 ( 火 ) からあぶくま高原美術館で展示した
りするほか、11 月 8 日 ( 金 ) からは、塙町営体育館で開催
する美術展で展示しますので、皆さまぜひご覧ください。

　

10
月
20
日(

日)

ま

で
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
美

術
館(

那
倉)

で
、
北

茨
城
市
在
住
の
小
板
橋

弘
氏
の
日
本
画
展
・
小

板
橋
恵
氏
の
裂
織
作
品

展
を
開
催
中
で
す
。
弘

氏
は
、
各
地
で
個
展
を

開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
「
サ
ロ
ン
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー

ル
展
」
に
も
４
年
連
続
で
出
品
し
、
芸
術
部
門
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
今
回
は
日
本
画
約
20
点
と
パ
ス
テ
ル
画

10
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
恵
氏
は
、
古

布
を
裂
き
糸
に
し
、
丹
念
に
織
り
上
げ
た
裂
織
の

個
性
豊
か
な
風
合
い
の
布
作
品
を
約
20
点
出
品
し

て
い
ま
す
。
お
二
人
の
力
作
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
22
日(

祝･

23
日
は
休
館)

か
ら
11
月
10

日(

日)

ま
で
は
、
日
光
在
住
の
切
り
絵
作
家
・

湯
澤
朱
美
氏
と
そ
の
教
室
に
通
う
生
徒
の
皆
さ
ん

の
作
品
約
50
点
を
集
め
、
切
り
絵
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。
湯
澤
氏
は
、
東
京
都
美
術
館
主
催
の
新

日
美
展
で
『
輪
王
寺
大
猷
院
夜
叉
門
』
が
新
人
賞

を
受
賞
し
、
同
じ
く
日
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
日

光
杉
並
木
』
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
の
下
絵
を
自
身
で
制
作
す
る
ほ
か
、

新
日
本
美
術
協
会
工
芸
委
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

11
月
３
日(

日)

に
は
、
参
加
費
無
料
・
事
前
申

込
み
不
要
で
、
湯
澤
氏
か
ら
直
接
指
導
を
い
た
だ

き
、
30
分
程
度
で
完
成
で
き
る
切
り
絵
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
随
時
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館 

芸
術
の
秋 

作
品
展
続
々
開
催

開 催 日　11 月 3 日 ( 日 )
受付時間　開館中随時
参 加 費　無料　
制作時間　約 30 分程度 

切り絵教室展 ワークショップ

張り子の犬

　10 月のなかよしルームの活動は、スクールバ
スで鹿角平観光牧場に行って、バター作りとシャ
ボン玉遊びをします。
　できたてのバターをパンやクラッカーに塗っ
て、おいしくいただきましょう！
日　時：10 月 25 日 ( 金 ) 午前 9 時 30 分～正午
集　合：塙町営体育館駐車場 ( 午前 9 時 25 分集合 )
費　用：1 家族 (1 ｾｯﾄ )500 円 ( 材料費 )
持ち物：おやつ・パン・クラッカーなど・飲み物
申込先：生涯学習課☎ 43-2644
　　　　※締め切り 10 月 22 日 ( 火 )
　　　　※バスの定員がありますので事前の申込
　　　　　みをお願いします。

10 月のなかよしルーム、参加者募集中！
「バター作り&シャボン玉遊びをしよう！」
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９
月
20
日(

金)

の
『
遠
足
～
大
子
広

域
公
園
で
遊
ぼ
う
♪

～
』
に
は
、
11
家
族

29
人
が
参
加
し
、
大

子
広
域
公
園
の
大
き

な
遊
具
や
長
い
滑
り

台
で
楽
し
く
遊
び
ま

し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、

久
慈
川
の
風
景
を
楽

し
み
つ
つ
、
参
加
者

同
士
和
や
か
な
雰
囲

気
で
交
流
し
、
初
め

て
参
加
し
た
家
族
も

充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

子
育
て
講
座

『
な
か
よ
し
ル
ー
ム
』

大
き
な
す
べ
り
台
、
楽
し
か
っ
た
ね
♪

弘氏『月夜』日本画 Ｆ50

恵氏『天力 -ソラノチカラ- 』
裂織 2.8ｍ×2ｍ

湯澤氏『輪王寺大猷院夜叉門』東京都美術館新人賞受賞

湯澤氏 行灯作品３枚組

真剣にファインダーをのぞく隊員写真家芳賀さんの指導を受けます

ダリア栽培について川村さんに質問脚立とレフ板を本格的に使います

参加者全員でハイポーズ♪

見学会場となる新国立競技場



おくやみ申し上げます

８月16日から９月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

小松　三治 さ 
ん 92歳 堀 越

近藤　陸男さ 
ん 74歳 桜 木 町

金澤　賢一 さ 
ん 63歳 真 名 畑

小峰　勝重 さ 
ん 77歳 那 倉

吉田　　昌 さ 
ん 94歳 台 宿

割貝　光子 さ 
ん 88歳 板 庭

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際
　に窓口に申し出てください。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
に
、

心
配
ご
と
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
は
、
塙
町
心
配
ご
と

相
談
員
や
弁
護
士
（
月
１
回
）
が

応
じ
ま
す
。

■
日
　

時
（
10
月
）

　

７
日
（
月
）・
21
日
（
月
）

　

28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

※
弁
護
士
相
談
は
21
日
（
月
）
の

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
４
３
）
２
１
５
４

　

妊
産
婦
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象

に
「
助
産
師
な
ん
で
も
相
談
会
in

塙
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は

無
料
で
す
の
で
、
ご
家
族
皆
さ
ん

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
　

時

　

11
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

■
場
　

所

　

塙
厚
生
病
院

■
相
談
内
容

　

育
児
相
談
、
授
乳
・
母
乳
相
談
、

　

妊
婦
体
験
（
お
父
さ
ん
に
な
ら

　

れ
る
方
）
、
赤
ち
ゃ
ん
の
身
長
・

　

体
重
計
測
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

　

ジ
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人

　

福
島
県
助
産
師
会
白
河
会
（
辺
見
）

　

☎
０
９
０（
７
３
３
６
）６
３
０
６

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
以
下
「
保
険
証
」
）
の
有
効
期
限

は
、
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
10
月
か
ら
使
用
す
る
保
険

証
は
、
同
一
世
帯
員
分
の
保
険
証

を
ひ
と
つ
の
封
筒
に
ま
と
め
て
、

９
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

る
際
は
、
今
回
郵
送
さ
れ
た
保
険

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
（
届
い

た
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が

あ
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
高
齢
受
給
者
証
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
、

現
在
の
高
齢
受
給
者
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

※
古
い
保
険
証
は
、
役
場
窓
口
で

　

回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
10
月

　

中
に
返
還
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

国
保
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

　

福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
県

民
健
康
調
査
の
一
環
と
し
て
「
妊

産
婦
に
関
す
る
調
査
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
不
安
の
軽
減
や
今
後
の

産
科
・
周
産
期
医
療
の
充
実
の
た

め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
調
査
時
期

　

令
和
元
年
11
月
か
ら

■
対
象
者

① 
平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
令

　

和
元
年
７
月
31
日
ま
で
に
福
島

　

県
内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康

　

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方

② 

①
の
期
間
中
に
福
島
県
外
で

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た

　

方
で
、
福
島
県
で
里
帰
り
出
産

　

さ
れ
た
方

■
調
査
方
法

　

①
の
方
に
は
、
福
島
県
各
市
町

　

村
の
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
資

　

料
に
基
づ
い
て
調
査
票
を
郵
送

　

し
ま
す
。
②
の
方
に
は
県
内
産

　

科
医
療
機
関
を
通
じ
、
本
調
査

　

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
立
医
科
大
学

　

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
８
０

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
て
不
正
軽
油
の
排

除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
不

正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な
い
・

買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」
。
不
正

相　談
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
情
報
提
供

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
県
庁
税

務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
県
庁
税
務
課

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
０
５

・
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
８
（
２
３
）
１
５
１
９

　

約
60
店
舗
の
焼
き
そ
ば
、
た
こ

焼
き
、
チ
ー
ズ
ハ
ッ
ト
グ
な
ど
の

飲
食
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
す
る
ほ
か
、
ご
当
地
グ
ル
メ

を
集
め
た
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
豪
華

景
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

　

10
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

■
場
　

所

　

棚
倉
城
跡
内
お
よ
び
周
辺

■
駐
車
場

　

棚
倉
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

　

バ
ス
運
行
）

■
問
い
合
わ
せ

　

棚
倉
町
　

地
域
創
生
課

　

☎
（
３
３
）
２
１
１
２

　

水
郡
線
を
テ
ー
マ
に
９
月
９
日

ま
で
募
集
し
た
水
郡
線
児
童
絵
画

展
の
入
賞
作
品
72
点
を
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。
当

日
は
、
沿
線
の
地
酒
や
物
産
品
な

ど
を
販
売
す
る
ほ
か
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
水

郡
線
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

　

10
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

水
郡
線
営
業
所
構
内

■
問
い
合
わ
せ

　

水
郡
線
活
性
化
対
策
協
議
会
事
務
局

　

（
石
川
町
地
域
づ
く
り
推
進
課
内
）

　

☎
（
２
６
）
９
１
１
４

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ゲ
ー
ム
を
交

え
て
家
族
で
助
け
合
い
な
が
ら
楽

し
く
防
災
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

■
日
　

時
　

　

11
月
２
日
（
土
）
か
ら
４
日
（
月
）

　

２
泊
３
日

■
場
　

所
　

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

■
対
象
者

　

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
を
含

　

む
家
族
（
10
家
族
程
度
）

■
参
加
費

　

９
０
０
円
か
ら
４
７
０
０
円

■
締
め
切
り

　

10
月
20
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
２
４
８
（
３
６
）
２
３
３
１

　

４
歳
以
上
の
未
就
学
児
を
持
つ

親
を
対
象
に
な
す
か
し
の
自
然
の

中
で
秋
を
全
身
で
感
じ
ら
れ
る
遊

び
を
通
じ
て
子
ど
も
の
多
様
な
動

き
の
獲
得
や
好
奇
心
・
探
求
心
を

刺
激
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
ま

す
。

■
日
　

時

　

11
月
９
日
（
土
）

■
場
　

所
　

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

■
内
　

容

　

自
然
の
中
で
の
運
動
遊
び
、

　

星
空
観
察
、
昼
食
づ
く
り
な
ど

■
参
加
費

　

１
０
０
０
円

■
締
め
切
り

　

10
月
31
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

　

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
２
４
８（
３
６
）２
３
３
１

　

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊
後

約
３
カ
月
間
、
自
衛
官
候
補
生
と

し
て
必
要
な
基
礎
を
学
び
、
教
育

終
了
後
正
式
に
自
衛
官
に
任
用
さ

れ
る
制
度
で
す
。

■
募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生

　

（
陸
・
海
・
空
自
衛
官
※
男
女
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

11
月
８
日
（
金
）

■
試
験
期
日

　

11
月
16
日
（
土
）

■
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

■
入
隊
時
期

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）０
３
７
２

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た

健
康
福
祉
課

自
衛
官
候
補
生

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

お知らせ

試　験

わ
く
わ
く
棚
倉
城

食
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

棚
倉
町

妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

福
島
県
立
医
科
大
学

防
災
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

助
産
師
な
ん
で
も
相
談
会
in
塙

一
般
社
団
法
人
福
島
県
助
産
師
会
白
河
会

10
月
は

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
で
す

福
島
県

水
郡
線
児
童
絵
画
展
入
賞
作

品
展
示
と
地
酒
ま
つ
り

水
郡
線
活
性
化
対
策
協
議
会

な
す
か
し
の
森

の
び
の
び
キ
ッ
ズ
（
秋
編
）

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家
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（町内 35 カ所）
片貝分館

9/12 0.07

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

9/12 0.07 9/12 0.06 9/12 0.08

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

9/12 0.06 9/12 0.07 9/12 0.09

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

9/12 0.06 9/12 0.07 9/12 0.08

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

9/12 0.08 9/12 0.08 9/12 0.07

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

9/12 0.09 9/12 0.09 9/12 0.09

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

9/12 0.08 9/12 0.07 9/12 0.07

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

9/12 0.09 9/12 0.07 9/12 0.09

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

9/12 0.09 9/12 0.09 9/12 0.08

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

9/12 0.07 9/12 0.10 9/12 0.09

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

9/12 0.08 9/12 0.08 9/12 0.07

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　 / 時間

地上１㍍で測定

9/12 0.08 9/12 0.07

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

9/12 0.06 9/12 0.07

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します
10月から「緑色」の被保険者証

になりました

みほん



Town Topics

　９月２１日（土）　はなわ代官にぎわい座（藤田
高志座長）主催の「代官カラオケ大会」と「羽黒
山城篠笛の夕べ」が『き』來処（きらっしょ＝代
官町＝）で行われ、会場は大勢の人でにぎわいま
した。来場者は、ドリンクや軽食とともに気軽に
カラオケを歌いながら秋の夜長を楽しみました。
イベント後半では、昨年、ＮＨＫのど自慢チャン
ピオン大会に出場した大縄暁子さん（代官町）と
篠笛奏者の石井勇喜さん（上石井）のミニライブ
が行われ、来場者はその歌声と篠笛の音色に聞き
入っていました。

　気軽に参加してほしいと各行政区で開催された地域敬
老行事。矢塚区は９月１日にふるさとカフェ矢塚分校で
行い、８日（日）には笹原中山間行政区が合同で、１１
日（水）には上渋井区、１４日（土）には塙四区、板庭・
中塚区、東河内区、１５日（日）には稲沢区、西河内区、
１６日（月）には植田・真名畑・伊香区、川上三区が湯
遊ランドはなわで地域敬老行事を開催しました。参加者
からは「ゆっくりと過ごせて参加しやすい」などの声が
聞かれ、和やかな雰囲気で開催されました。１０月にも
他の行政区で開催される予定です。

秋の夜長をカラオケで
―はなわ代官にぎわい座が「代官カラオケ大会」開催―

和やかな雰囲気で祝い合う
―各行政区で地域敬老行事が開催―

日々の気付きから発明を
―第３８回塙町発明工夫展表彰式―

　９月１７日（火）　９月４日（水）に行われた第
３８回塙町発明工夫展審査会を経て、各受賞者へ
の表彰式が、塙町商工会で行われました。町内各
小学校と塙工高から１８５（昨年度比７５点増）の
応募があり、その中から１５点が一般社団法人福
島県発明協会長賞などを受賞しました。家族を思
いやる発明品や日々の生活の中での気付き、社会
問題の解決など、いずれの作品も細やかな工夫が
されていました。なお、受賞作品は、１１月１６日
（土）から１７日（日）に郡山市労働福祉会館で開
催される「第６５回福島県発明展」に出展されます。

息の合ったパレードで地域住民に交通安全を呼びかけました

和やかな雰囲気で開催されました（西河内区）

矢塚区の地域敬老行事

乾杯で長寿を祝い合います（東河内区）

話に花を咲かせる楽しい時間（塙四区）

笑顔が溢れます
（板庭・中塚区）

楽しい時間を過ごしました（板庭・中塚区）

大勢の人でにぎわったカラオケ大会

　９月１９日（木）　９月２１日（土）から３０日（月）
の１０日間にかけて展開された「秋の全国交通安
全運動」に合わせ、笹原小学校の児童（全校生
８５人）が交通安全・地域安全合同鼓笛パレード
を行いました。「身に付ける　夜道のお守り　反
射材」を運動スローガンに、日頃の練習の成果を
存分に発揮し、息の合った演奏で交通事故ゼロと
犯罪のない、安心・安全な明るい社会づくりを呼
びかけました。沿道に集まった住民からは児童た
ちに大きな拍手が送られました。

交通安全・地域安全を呼びかける
―笹原小学校が鼓笛パレード―

リラックスした雰囲気で開催された植田・真
名畑・伊香区の地域敬老行事

ビンゴゲームで大盛り上がり（川上三区）

【写真㊤】一般社団法人福島県発明協会長賞
を受賞した島田海斗さん（塙工高３年）【写
真㊦】島田海斗さんと寺内颯汰さん（同３年）
が発明した「赤外線感知による『狼の音声と
目の点灯による鳥獣防止』」。甚大なイノシシ
被害を考え、鳥獣の赤外線をキャッチするこ
とで、狼の音声が発生するとともに、目が点
灯し、お面が左右に動く発明品

ミニライブを行った
大縄暁子さん ドリンクや軽食も販売
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■
ど
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
る
の

　

行
政
相
談
で
は
、
医
療
保
険
・
年
金
、

雇
用
、
道
路
、
社
会
福
祉
、
交
通
機
関
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
行
政
分
野
の
幅
広
い
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
手
続
き
は

不
要
で
、迅
速
な
解
決
を
促
進
し
ま
す（
以

下
、
相
談
例
）。

〈
医
療
保
険
・
年
金
〉

・
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
の

　

資
格
条
件
や
受
給
額
を
教
え
て
ほ
し
い

〈
雇
用
〉

・
労
働
条
件
を
改
善
す
る
よ
う
会
社
を
指

　

導
し
て
ほ
し
い

〈
道
路
〉

・
国
道
に
危
険
箇
所
が
あ
る
の
で
、
早
く

　

改
修
し
て
ほ
し
い

〈
社
会
福
祉
〉

・
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
に
つ
い
て

　

教
え
て
ほ
し
い

〈
交
通
機
関
〉

・
バ
ス
停
に
路
線
図
を
掲
示
し
て
ほ
し
い

〈
そ
の
他
〉

・
役
所
に
申
請
し
た
が
、
手
続
き
が
進
ま

　

な
い

■
行
政
相
談
委
員
と
は

　

行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
が
行
政
相
談
委
員

で
、
全
国
に
約
５
千
人
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
相
談
相
手
役
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
問
い

合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で

行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
相

談
業
務
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
運
営
上
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
総
務

大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

総
務
省
で
は
、和
田
俊
道
さ
ん
（
上
町
）

を
塙
町
担
当
行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
左
記
の
日
程
で
、
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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ま
ず
初
め
に
、
私
の
自
己
紹
介
を
。
私

は
、芳
賀
正
隆
と
申
し
ま
す
。
勤
め
先
は
、

有
限
会
社
芳
賀
モ
ー
タ
ー
商
会
で
年
齢
は

37
歳
で
す
。
商
工
会
青
年
部
と
塙
町
消
防

団
に
所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
去
年
か
ら
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。理
由
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

で
す
が
、
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
週
一

回
の
バ
ス
ケ
で
す
が
、
今
は
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
昔
話
に
な
り
ま
す
が
、
バ
ス
ケ

と
の
出
会
い
（
小
学
生
編
）
を
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
と
バ
ス
ケ
の
出
会
い
は
、
小
学
生
の

と
き
、
学
校
行
事
で
や
っ
た
の
が
初
め
て

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
女

子
バ
ス
ケ
部
し
か
な
く
、
女
子
の
ス
ポ
ー

ツ
（
部
活
）
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
ど
う
し
て
も
バ
ス
ケ
が
し
た
く
て
当

時
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
退

部
し
、
男
子
バ
ス
ケ
部
を
創
部
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。
即
座
に
行
動
し
、
先

生
と
の
約
束
で
あ
っ
た
部
員
５
人
を
集

め
、
創
部
す
る
こ
と
に
成
功
。
こ
の
後
、

結
構
早
い
段
階
で
、
６
年
生
と
し
て
バ
ス

ケ
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
。た
だ
し
、

部
員
は
５
人
。そ
れ
も
か
な
り
の
ド
素
人
。

バ
ス
ケ
部
の
顧
問
と
話
し
合
い
、
運
動
神

経
の
良
い
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
大
体
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
か
の
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
会
だ
け
の

助
っ
人
を
依
頼
し
ま
し
た
。
み
ん
な
こ
れ

を
快
諾
し
て
く
れ
、
人
数
も
集
ま
り
、
い

ざ
バ
ス
ケ
の
大
会
へ
。
創
部
し
て
間
も
な

い
私
た
ち
の
格
好
は
、
小
学
校
の
体
育
着

に
ビ
ブ
ス
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）
と
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
で
、
試
合
も
、
ほ
ぼ
体
育
で
や

る
レ
ベ
ル
。
勝
て
る
わ
け
も
な
く
、
１
回

戦
敗
退
で
し
た
。
帰
り
に
先
生
の
お
ご
り

で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
、
小
学
生
時
代
の
バ

ス
ケ
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
・
高
・
専
門
学
校
ま
で
バ

ス
ケ
を
続
け
ま
し
た
が
、
そ
の
話
は
ま
た

の
機
会
に
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
（
笑
）。

【
次
回
は
高
澤
雅
人
さ
ん
（
上
町
）
で
す
】

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

芳
は が

賀 正
まさたか

隆さん（本町）

職　　　業：自動車販売・修理
趣　　　味：バスケ・ゴルフ・映画鑑賞
好きな言葉：感謝

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 359-

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　 所

藤田　宗
そ う た

大く
　ん 和 樹 ・ 杏 奈 ８／ 17       末 広 町

戸井田海
か い

郁く
　ん 哲 弥 ・ 千 春 ８／ 25 台 宿

藤田　風
ふ う か

奏 ちゃ　ん 貴 志 ・ 理 恵 ９／５ 末 広 町

こんにちは赤ちゃん
８月１6日から９月１５日までの届け出

Haga Masataka

 令和元年度宝くじ助成⾦で、伊⾹区の河川、農道、
堤防などの管理・景観保全のため、ラジコン型草刈
り機１台とアルミブリッジ１脚を整備しました。財

団法⼈⾃治総合センターで
は、地域⽂化の振興、コミュ
ニティ活動の⽀援などをは
じめ、地域振興のための事
業を通じて、宝くじの社会
貢献広報のためにさまざま
な事業を⾏っています。整備されたラジコン型草刈り機

宝くじ助成金により整備（伊香区）

困
っ
た
ら
⼀
⼈
で
悩
ま
ず

⾏
政
相
談
を
ご
利
⽤
く
だ
さ
い

 
⾏
政
相
談
は
、
⾏
政
︵
国
・
県
・
市
区
町
村
︶
な
ど
へ
の
苦
情
や
意
⾒
、
要
望
を
受

け
付
け
、
公
正
・
中
⽴
の
⽴
場
か
ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
⾏

政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
⽣
か
す
仕
組
み
で
す
。
無
料
で
相
談
で
き
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、⼀
⼈
で
悩
ま
ず
、⾏
政
相
談
を
ご
利
⽤
く
だ
さ
い
。

 総務省では、和⽥俊道さん（上町）
を塙町担当⾏政相談委員に委嘱して
います。下記の⽇程で⾏政相談所を
開設します。費⽤は無料で、秘密は
固く守られますので、お気軽にご相
談ください。

和田俊道さん

（上町）

☎４３－０５９９

■日　時　１０月１７日（木）

　　　　　午前１０時から午後３時

■場　所　塙農村勤労福祉会館

■問い合わせ　塙町総務課総務係

　　　　　　　☎４３－２１１１



　

敬
老
の
日
を
迎
え
た
９
月
、
町

内
の
男
女
最
高
齢
者
へ
の
記
念
品

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
性
最
高
齢
者
の
白
坂
利
與
さ

ん
（
１
０
４
歳
・
上
渋
井
）
へ
の

記
念
品
贈
呈
式
は
、
16
日
（
月
）

に
白
坂
さ
ん
の
自
宅
で
行
わ
れ
、

宮
田
町
長
か
ら
記
念
品
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
白
坂
さ
ん
は
、

現
在
で
も
自
宅
で
生
活
し
、
新
聞

を
読
む
の
が
日
課
で
す
。
毎
日
３

食
し
っ
か
り
食
べ
、
晩
酌
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
長
男

の
憲
一
さ
ん
が
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
と

も
ど
も
父
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

女
性
最
高
齢
者
の
佐
川
節
子
さ

ん
（
１
０
３
歳
・
伊
香
）
へ
の
記

念
品
贈
呈
式
は
、
18
日
（
水
）
に

久
慈
の
郷
で
行
わ
れ
、
宮
田
町
長

か
ら
記
念
品
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
長
男
の
佐
川
廣
興
さ
ん
が

「
母
が
こ
こ
ま
で
歳
を
重
ね
て
こ

れ
た
の
は
、
塙
町
の
環
境
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
歳
ま
で
親

が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は

と
て
も
励
み
に
な
る
。
感
激
と
と

も
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

塙
町
の
百
歳
以
上
の
方
は
、
６

人
（
男
性
２
人
・
女
性
４
人
）。

皆
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
年
齢
や
人
数
は
令
和
元
年
９
月
１
現
在
）

町
内

高
齢
者

白
坂
利
與
さ
ん
（
１
０
４
歳
・
上
渋
井
）

佐
川
節
子
さ
ん
（
１
０
３
歳
・
伊
　

香
）
に
記
念
品
贈
呈

い
つ
ま
で
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

広報はなわをスマートフォンへ配信中

android 用

ios 用

▼
今
月
号
は
、
塙
中
学
校
１
年
生

の
職
場
体
験
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
助
か

り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
も
覚

え
が
早
く
、
同
級
生
の
頑
張
っ
て
い

る
姿
の
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
所
で
職
場
体
験
を
し
た
生
徒

の
皆
さ
ん
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
▼
塙
工
業
高

校
の
電
機
部
の
２
チ
ー
ム
が
県
の
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
で
好
成
績
を
収

め
、
２
年
連
続
で
の
全
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
全
国
の
舞

台
で
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
、
満
足
の
い
く
競
技
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
）

　

編

集

後

記
　

【写真㊨】男性最高齢者の白坂利與さんと
長男の憲一さん（㊨から２）と憲一さんの
妻チヨさん（㊨）【写真㊦】宮田町長から
お祝いの花束を贈呈される白坂利與さん㊨

【写真㊤】宮田町長からお祝いの花束を贈呈
される佐川節子さん㊨【写真㊧】女性最高齢
者の佐川節子さんと長男の廣興さん㊧

広報 242019－10

　町　　県　　民　　税　　３期
　国 民 健 康 保 険 税　　４期
　後期高齢者医療保険料　　３期
　介　護　保　険　料　　４期
　納　期　限　　10月31日（木）
◆口座振替日は10月25日（金）です。

10月６日（日）
東 舘 診 療 所
☎４６― ２３１２ 10月22日（火）

車 田 病 院
☎４３―１０１９

10月13日（日）
和 田 医 院
☎３３― ２０１２ 10月27日（日）

おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８

10月14日（月）
大 木 医 院
☎３３―２４２４ 11月３日（日）

塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５

10月20日（日）
深 谷 クリニック
☎３３―３２２３ 11月４日（月）

木 村 医 院
☎４６―３５２８

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,270人（－ 6）　世帯数 3,265世帯（－ 3）
　女性 4,365人（－ 7）　　　（　）内は前月比

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

●休日の当番医 ●今月の納税など

●町の人口　８，６３５人（９月１日現在）


